
 

 

千葉県における主な災害 

（１）千葉県が影響を受けた主な地震・津波災害（江戸時代以降） 

番 
号 

西暦年月日 
（日本歴） 

震央 マグ 
ニチ 
ュー 
ド 

県内 
最大 
震度 

地  変 津  波 
人命・ 

家屋等の 
被害 

東経 
北緯 

震央 
地名 

1 
1605. 2. 3 
(慶長 9 年 

12 月 16 日) 

134.9 
33.0 

南海 
トラフ
沿い 

7.9   

房総半島東岸に大津
波が来襲した。一時潮
が 引 い て 30 余 町
（30ha）干潟になり、つ
いで津波が来襲した。
上総下総の沿岸 45 か
村の漁村農村が押し
流された。大津波は小
山の中腹まで押し寄せ
た。 

死者多数 

2 
1677．11．4 
(延宝 5 年 
10 月 9 日) 

142.0 
35.5 

 8.0  
勝浦から東浪見に
かけて多くの被害
が発生した。 

房総沿岸に大津波が
あった。各地の推定津
波浸水高は、 
東浪見村 6.0～7.5ｍ、
矢指戸村 5.5～7.0ｍ、
岩船浦 6.5～8.0ｍ、 
御宿浦 4.5～7.0ｍ、 
沢倉村 5.5～7.0ｍ 
などであった。 

銚子市高神 1 万余の
樹木が倒れた。家や漁
船の被害が大きかっ
た。東浪見で倒家 50
戸、水死者97名、和泉
浦で倒家多数、田畑浸
水、水死者13名、大原
で倒家25戸、水死者9
名、矢差戸で倒家 25
戸、水死者13名、岩船
で倒家 40 戸、水死者
57 名、御宿で倒家 30
戸、水死者 36 名 

3 
1703．12．31 
(元禄 16 年 
11 月 23 日) 

139.8 
34.7 

房総
沖 

8.2 ６ 

安房地方で山くず
れ が 多 く 発 生 し
た。嶺岡山で亀裂
が生じたのをはじ
め各地で地割れが
生じた。 

房総沿岸に大津波が
あった。各地の痕跡高
は、御宿 8ｍ、 
勝浦 7ｍ、鴨川 6.5ｍ、 
千倉 9.2ｍ、 
相浜 11～12ｍ、 
保田 6.5ｍ 
などであった。 

津波による被害が主で
あった。安房小湊で
570 軒流失、死者 100
名、御宿で倒家 440
戸、死者 20 余名、千
倉、布良で死者多数、
九十九里南部津波で
壊滅。 

4 
1855．11．11 
(安政 2 年 
10 月 2 日) 

 

東京
湾 

北部 
7.2 ６ 

浦安、船橋地区で
地面に亀裂が生
じ、噴砂がみられ
た。松戸から浦安
にかけての地域で
震度6。 

木更津の海岸で小規
模な津波がみられた。  

下総地方で倒家多く、
死傷者も多数でた。 

5 
1906．2．23 
(明治 39 年) 

139.8 
34.8 

安房 
沖 

7.3    
北条や平郡で壁に小
亀裂が生じた。 

6 
1906．2．24 
(明治 39 年) 

139.8 
35.5 

東京 
湾口 

7.7    
木更津、湊で壁土や瓦
の墜落などの被害があ
った。 

7 
1909．3．13 
(明治 42 年) 

141.0 
35.6 

銚子 
沖 

7.2  
名洗で地盤に亀裂
が生じた。 

 
銚子で家屋の傾斜２戸
と煙突の挫折があっ
た。 

8 
1921．12．８ 
(大正 10 年) 

140.1 
35.8 

竜ヶ崎 
付近 

7.1  
印旛郡で道路に亀
裂が生じた。 

 
印旛郡で土蔵破損数
か所、千葉や成田で多
少の被害があった。 

9 
1922．4．26 
(大正 11 年) 

 

139.7 
35.2 

浦賀 
水道 

6.9 ５ 布良で崖くずれ。  

建物全壊 8 戸、破損
771 戸、小学校傾斜 1
棟。館山、木更津、大
多喜等で土蔵や倉庫
等の壁落下。 
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番 
号 

西暦年月日 
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ニチ 
ュー 
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地名 

10 
1923．9．１ 
(大正 12 年) 

139.3 
35.2 

相模 
湾 

7.9 ６ 

安房地方で地割
れ、噴砂、噴水が
多見した。上総、安
房地方の丘陵地で
は山くずれが多発
した。三芳村付近
に地震断層が生じ
た。 

布良付近で津波による
浸水があった。各地の
推定津波高は布良 4.5
ｍ、洲崎 4ｍ、勝山 2.2
ｍ、木更津1.8ｍなどで
あった。 

千 葉 県 全 体 で 死 者
1,335 名、負傷者 3,426
名、行方不明者 7 名、
全壊家屋31,186戸、半
壊 14,919 戸、焼失 647
戸、流失71 戸、建物の
倒壊は安房、上総地方
に多く、流失は布良の
津波によるものであ
る。 

11 
1923．9．２ 
(大正 12 年) 

140.4 
35.1 

勝浦 
沖 

7.4 ６ 
勝浦付近では関東
地震より強く揺れ
た。 

小津波があった。洲崎
で波高 30cm になっ
た。 

勝浦で瓦の落下など
小被害があった。 

12 
1953．11．26 
(昭和 28 年) 

141.7 
34.0 

房総 
半島 
南東 
沖 

7.4 ５ 

 
銚子付近で最大波高 3
ｍ記録したが、被害な
し。 

館山、富崎で墓石が転
倒し、犬吠埼灯台の水
銀がこぼれた。 

13 
1960．5．23 
(昭和 35 年) 

73.5 
38.0 

 

チリ 
沖 

8.5  

 
九十九里浜、銚子、勝
浦、天羽などの海岸に
津波がおこった。津波
の 波 高 は 銚 子 で
153cm、布良で 67cm で
あった。 

津波による被害は死者
1名（銚子）、負傷2名、
半壊家屋 11 戸、田畑
の冠水 173ha に及ん
だ。 

14 
1987．12．17 
(昭和 62 年) 

140.5 
35.4 

千葉 
県 

東方 
沖 

6.7 ５ 

山武、長生郡市を
中 心 に 、 崖 く ず
れ、道路の亀裂、
陥没、 堤防の 沈
下、地盤の液状化
現象等が多数発生
した。また、崖くず
れの危険に伴う住
民避難が生じた。 

 

千葉県全体で死者 2
名、負傷者 144 名、全
壊家屋16棟、半壊家屋
102 棟 、 一 部 損 壊
71,212 棟、断水 49,752
戸、停電287,900戸、ガ
ス供給停止 4,967 戸、
ブロック塀等の倒壊
2,792 か所が発生した。
なお、住家被害のほと
んどが屋根瓦の崩落に
よるものであった。 

15 
1989．3．6 
(平成元年) 

140.7 
35.7 

千葉 
県 

北東 
部 

6.0 ５ 

佐原市ほか４町で
農業用水施設（地
下埋設管）に破損
が生じた。 

 

佐原市ほか4市町で屋
根瓦の落下による家屋
の一部破損が 12 棟、
多古町において水道
管の亀裂により断水 70
戸の被害がでた。 

16 
2005．4．11 
(平成 17 年) 

 

千葉 
県 

北東 
部 

6.1 ５強   
県内で家屋の一部損
壊 4 棟の被害がでた。 



 

 

番 
号 

西暦年月日 
（日本歴） 

震央 マグ 
ニチ 
ュー 
ド 

県内 
最大 
震度 
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被害 

東経 
北緯 

震央 
地名 

17 
2005．7．23 
(平成 17 年) 

 

千葉 
県 

北西 
部 

6.0 ５弱 

  県内で負傷者 8 名、家
屋の一部損壊3棟の被
害がでた。その他、関
東近県で約6万4千台
のエレベーターが停止
し、７８件の閉じ込めが
発生した。 
鉄道については、東
北、上越、長野、東海
道新幹線、関東地方の
ＪＲ等の各線で点検の
ため運転を中止し、運
転再開まで最大で約 7
時間を要した。 

18 
2011. 3．11 

（平成 23 年） 
142.9 
38.0 

三陸
沖 

9.0 ６弱 

東京湾岸の埋立地
や利根川沿いの低
地等においては、
長く続いた地震の
揺れにより地盤の
液状化が発生し
た。 
市街地では、地震
時、建物は ゆっく
りと大きく揺れ、道
路では敷地等の境
がずれるように水
平移動を繰り返し、
間もなく地面から
大量の泥水が沸き
出した。マンホー
ルは歩道の真ん中
で大きく突出し、電
柱や信号機は傾
き、沈み込んだ。
泥水の噴出ととも
に、戸建等の住宅
が ゆっくりと沈み
込み 、 各地で 噴
砂、沈み込み、浮
き上がり、抜け上
が り 、 地 波 等 の
様々な液状化被害
が発生した。 
水道、下水道等の
ライフラインも、液
状化により至る所
で 管が 破壊さ れ
た。 

銚子験潮所で押波に
よる第 1 波を 15 時 30
分過ぎに観測。17時過
ぎに最大潮位となる第
3 波 2.5ｍを観測した。
潮位計のデータでは、
13 日以降も津波による
潮位変化が観測されて
いる。 
九十九里地域に押し
寄せた津波は、山武市
では海岸線から３ｋｍ
近くの陸域にまで到達
し、利根川では河口か
ら 18.8ｋｍまで遡上、
浸水面積は九十九里
地域（銚子市～いすみ
市）で  23.7ｋ㎡に達
した。 
この津波は、旭市飯岡
地区に甚大な被害をも
たらした。海岸防御ライ
ンの背後に砂丘や保
安林のないこの地区
に、7.6ｍと推定される
第 3 波の津波が襲来
し、県民の生命・財産
を奪い去った。 

平成 24 年 3 月 1 日現
在 
死者 20 名（うち、津波
による死者 14 名（旭市
13 名、山武市 1 名）、
行方不明者 2 名（津波
による）、負傷者 251
名。 
建物全壊 798 棟、半壊
9,923 棟、 一部損壊
46,828棟、建物火災15
件、床上浸水 154 棟、
床下浸水 722 棟。 
水道断水 177,254 戸、
減水 129,000 戸。 
下水道 12,600 戸で使
用制限。 
ガス 8,631 戸で停止。 
電気 35 万 3 千戸で停
電。 
国道、県道で全面通行
止め 33 カ所、片側通
行規制 12 カ所。 
農業施設の損壊 2,257
カ所ほか。 
漁船転覆・乗り上げ等
390 隻。 
石油コンビナート爆発
事故（市原市）。 
福島第一原発事故に
よる計画停電、放射性
物質に伴う農林水産物
の出荷制限や観光等
の風評被害、上下水道
施設や一般廃棄物処
理施設から発生される
焼却灰や汚泥からも高
濃度の放射性物質の
検出された。 

19 
2012.3．14 

（平成 24 年）  

千葉
県 

東方
沖 

6.1 ５強 

銚子市市道の一部
で、液状化による
噴砂等が発生し
た。 

 

県内で死者 1 名、負傷
者 1 名、家屋の一部 
損壊 3 棟の被害がで
た。その他、銚子市で
は ブロック塀等が4か
所で倒壊、また銚子市
及び香取市において、
一時、約14,800軒以上
に 断水が発生した。 

20 
2012.4.29 

（平成 24 年）  

千葉
県 

北東
部 

5.8 ５弱   

震度５弱を観測したの
は、旭市のみにとどま
り、県内で人的・物的
被害は発生しなかっ
た。 

※県内における震度５弱以上を観測した地震、震度不明のものはＭ７．０以上のものを記載 



 

 

（２）風水害 

昭和４０年以降 

災 害 原 因 発生年月日 

被   害   の   概   要 

人的被害･人 住 家 被 害 ・ 戸 がけくずれ 

発 生 件 数 死者 負傷者 全 壊 半 壊 床上浸水 床下浸水 

関 東 地 方 

南部の大雨 

昭和 45 年 

7 月 1 日 
19 31 280 262 2,756 3,657 17,300 

秋雨前線並び

に台風25号に

伴 う 大 雨 

昭和 46 年 

9 月 6 日 

～9月7日 

56 98 441 341 5,959 16,109 7,760 

台風 6 号及

び梅雨前線

に伴う大雨 

昭和 60 年 

6 月 30 日 

～7月1日 

2 21 7 36 119 1,028 400 

台風 10 号に

伴 う 大 雨 

昭和 61 年 

8 月 4 日 

～8月5日 

－ 4 7 2 1,922 4,194 328 

熱帯低気圧

による大雨 

昭和 63 年 

8 月 10 日 

～8月11日 

2 9 1 1 18 471 439 

雷を伴った

大 雨 

平成元年 

7 月 31 日 

～8月1日 

4 9 16 22 1,230 4,282 1,661 

茂 原 市 

竜 巻 災 害 

平成 2 年 

12 月 11 日 
1 73 82 161 － － － 

台風 12 号 

に伴う大雨 

平成 7 年 

9 月 17 日 
1 3 2 9 108 519 97 

台風 17 号 

平成 8 年 

9 月 21 日 

～９月22日 

6 21 8 21 2,066 4,738 485 

台風 22 号 

平成 16 年 

10 月 8 日 

～10月10日 

2 19 － 2 274 1,244 322 

台風 23 号 

平成 16 年 

10 月 20 日 

～10月21日 

2 3 － － 10 161 28 

平成 20 年 

8 月末豪雨 

平成 20 年 

8 月 28 日 

～8 月 30 日 

－ 1 － － 156 876 2 

平成 21 年 

8 月 大雨 

・洪水・暴風 

平成 21 年 

8 月 31 日 
－ 5 － － 35 － － 

平成 21 年 

1 0 月  大

雨 ・ 洪 水 

平成 21 年 

10 月 8 日 
－ 24 1 1 4 23 － 

※人的被害の死者には、行方不明者を含む 


